
No. 意見内容 対応（案） 計画への反映等

1 ・議題以外について、今後、散乱ごみ以外の漂着物の原因に係る議論は行われな
いのか。

・内陸にある本県で、率先して取り組むべき課題として散乱ごみの発生抑制対
策を推進しています。

・流木等の自然物への対策については、引き続き、林政部や県土整備部と連携
して間伐や治水対策に取り組んでまいります。

・令和５年度には、愛知県及び三重県と連携し、伊勢湾流域圏における広域地
域計画を策定予定であり、散乱ごみ以外の流木等の対策についても検討してま
いります。

・36頁
　流木の河川等への流出防止対策について記載しています。

2 ・今年度の取組みからさらに発展して、令和５年度は重点モデル区域の数も増大
し、市町村に認知される様になってきたことはとても素晴らしい成果。

・広報も精力的に展開され、県清掃活動ウェブページを始めとする取組みは素晴
らしい。

・所属の大学でも教授会を始めとして周知徹底に努め、学生達への協力要請にも
取り組みたい。

・いただいたご意見も参考としながら、各主体と連携のうえ施策を推進してま
いります。

・43～53頁
　新たな重点モデル区域について追記します。

第１回岐阜県海岸漂着物等対策推進協議会（書面）におけるご意見とその対応（案）について

3 ・令和５年度の重点モデル区域は主要３河川の流域を含み、上流域と下流域、都
市部と農村部、観光地と居住地域などがバランスよく含まれ、大変素晴らしい。

・各重点区域の目標も、それぞれの区域の特色に基づく内容になっている。それ
ぞれがユニークなモデル区域となるため、その結果を岐阜県内の他地域の散乱ご
み対策や、国内の近似した地域の対策に生かせる。

・（「見える化」ページについて）非常に多くの方々が「見える化」ページに参
加されていることが分かった。その上で、流木・灌木に関する情報の少ないのが
気になった。

・流木・灌木は市民が何か出来るものではないが、伊勢湾の漂着ゴミとしては、
対策すべき本丸のゴミである。「見える化」のページに、そのような情報も掲載
されることが望ましい。

・例えば、答志島の奈佐の浜や四日市市の吉崎海岸の漂着ゴミの写真を定期的に
掲載するなどの「見える化」手法は考えられないか。写真により参加者は意欲を
新たにするのではないか。三重県や愛知県との広域連携の中で検討してもよい。

・タカノメによる調査結果を「見える化」ページに掲載してほしい。参加者の意
識を高めると思う。さらに、定点区域を定め、タカノメ調査を定期的に行い、散
乱ごみの変化を見られるようにすると、「見える化」ページの参加者に活動成果
をフィードバックできるのでは。

・令和５年度に、愛知県や三重県と連携し、全国初となる伊勢湾流域圏の広域
地域計画を策定予定であり、流木・灌木への対応を含め、流域一体となった海
洋ごみ対策の方針について検討してまいります。

・上記計画の策定と合わせて、当県の清掃活動ウェブページにおいても、伊勢
湾流域の沿岸県の海洋ごみの発生状況や対策等に係る情報発信を検討してまい
ります。

・今年度、高山市及び垂井町にて実施した散乱ごみの分布状況調査（タカノメ
調査徒歩版、車両版）の結果については、ごみの種類や量により色分けして
「見える化」した地図として、１２月上旬、県清掃活動ウェブページに掲載い
たしました。今後は、これをモデルとして、市町村の自主的な調査活動を支援
してまいります。

　※参考
　　令和５年度　岐阜市における取組み
　　・市中心部を流れる長良川に架かる千鳥橋から忠節橋にかけて、ポイ捨
　　　てごみの解消とともに、環境保全と市民意識の向上を促進するため、
　　　散乱ごみの分布状況調査を実施。
　　・調査結果については、同地域で実施する清掃活動の基礎情報として
　　　活用するほか、県清掃活動ウェブページにて結果を公表予定。

＜林政部が実施する流木対策について＞

・根系が発達し流木が発生しづらい森林を造成するため、間伐等の森林整備を
行います。

・また、近年の記録的な豪雨により、山腹斜面の崩壊などに伴う流木が発生し
ている状況を踏まえ、森林の状況に応じて、流木を捕捉する治山ダムを整備す
るなど、山地防災力の強化による流木対策を推進します。

・7頁
　令和５年度に策定予定の左記広域地域計画に関して、本県計
画への反映を検討します。
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No. 意見内容 対応（案） 計画への反映等

第１回岐阜県海岸漂着物等対策推進協議会（書面）におけるご意見とその対応（案）について 資料１

4 ・重点モデル区域を拡大し、県内が一体となって取組みを推進することは大変意
義がある。

・各候補地の目標や取組みの方向性は示されているが、成果（目標（可能であれ
ば定量的な目標）の達成度合い等）をどのように検証するのかは難しい課題。

・「重点モデル区域」とすることは、モデルとして波及効果が見込まれる必要が
あるので、当該課題についても一定程度の整理をした上で、設定すべき。

・個人的には、今回の９候補地の現状を詳細には承知していないが、県民や地域
住民に対する取組みのアピールも重要であり、考慮した上で設定すべき。

・取組み効果の検証については、今年度重点モデル区域にて実施した散乱ごみ
の分布状況調査を参考に、各市町によるモニタリング調査の実施を働きかけて
まいります。

・今年度の重点モデル区域である高山市と垂井町における取組については、県
清掃活動ウェブページにおいて、イベント実施の案内を掲示したり、県公式
ホームページにおいて、写真などを交えながら清掃活動の実施状況や成果につ
いて情報発信に努めております。

・引き続き、重点モデル区域である市町と連携を図り、他地域や県民の参考と
なるよう効果的な情報発信を実施してまいります。（具体例：県清掃活動ウェ
ブページ上でのPR）

・43～53頁
　いただいたご意見も参考にしながら、新たな重点モデル区域
について追記します。

5 ・重点モデル区域設定は特に意見なし。

・今年度、重点モデル区域で実施された様々な活動について検証し、効果があっ
た取組みについて翌年度に生かしてほしい。

・モラルに関わることから、小学校低学年からの環境教育の推進が必要。

・環境維持協力金などの何か効果のある抑止力が必要かもしれない。

・重点モデル区域において、他市町村へも波及効果の高い取組みについては、
県公式ホームページや清掃活動ウェブページにおいて情報発信しております。

・令和５年度は、市町村が実施する環境教育の一環としての清掃活動や普及啓
発活動等の海洋ごみ発生抑制対策に対する支援を実施する予定です。

・43～53頁
　いただいたご意見も参考にしながら、重点モデル区域に係る
記載について検討してまいります。

6 ・県内漁協は、シーズン前に河川整備を実施。漁協だけで行うものもあるため、
重点モデル区域を設定する際、水産多面的機能発揮対策事業とも絡めてプラゴミ
を拾うことはできないか。

・現在水産多面的機能発揮対策事業を行っている漁協は、美山漁協と長良川中央
漁協の２箇所であるが、地域の清掃活動と一体となった取組みとして実施できれ
ばありがたい。

・令和５年度からの重点モデル区域の候補地では、漁協との積極的な連携を検
討している地域もあり、いただいたご意見にあるような施策についても、情報
共有してまいります。

・43～53頁
　いただいたご意見も参考にしながら、重点モデル区域に係る
記載について検討してまいります。

7

・県民運動として、広く推進していくためには、県民にとって、より身近な地域
に重点モデル地域があることが参加動機になる。その意味で、今回の募集に７地
域が応募されたのは心強いことであり、今後さらに増えていくことを期待する。

よう、さらには重点地域相互のコミニュケーションが図れるようなプラット
フォームづくりも検討できないか。

間と一緒にやっている一体感を感じ、励みとなっている。一方で継続性の維持が
課題である。

組んだ。このように、現在も多くの取組みが随所にあると思われるため、この運
動と関連付け、可視化して大きな活動の輪になっていくことを期待する。

・県計画では、全県的に海洋ごみ対策に取り組むこととしており、各自治体の
自主的な参画も含め、取組みの拡大を図ってまいります。

・また、令和５年度は、重点モデル区域間での意見交換会の実施など、取組状
況や課題について共有し、より効果的な対策につながるよう環境整備を実施し
てまいります。

・継続的な清掃活動を促進するため、活動実績に対して、学校の内申書や就職
活動時の履歴書に記載いただけるような表彰制度を創設するなど、県民の方の
メリットとなる仕組みを検討してまいります。

・県内で実施される清掃活動の情報については、県清掃活動ウェブページ等を
活用して、積極的に情報発信してまいります。引き続き、委員の皆様方のご協
力をお願いいたします。

・54頁
　本計画においても、重点モデル区域間での意見交換会の開催
について言及しています。

8 ・岐阜市、海津市、垂井町、輪之内町、美濃市、可児市、郡上市、高山市、飛騨
市のいずれも社会的利用が進んでいる、または利用拡大が見込まれるため、モデ
ル区域の設定として適当と考える。

・郡上市の重点モデル区域の概要でメッカという表現あるが、新聞ではイスラム
教の聖地であるため、比喩的な表現でメッカを使わないようにしている。

・ご指摘を踏まえ、表現を修正しました。 ・51頁
　いただいたご意見も参考にしながら、重点モデル区域に係る
記載について検討してまいります。
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